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◆
第
１
章　

太
平
の
世
の
幕
開
け

（（（（（（（（（知ったかぶり度チェックテスト）））））））））

　徳川家康は、幼少のころに織田氏や今川氏の人質となって
以来、19 歳まで不自由な生活を強いられていた。この人質

生活を通じて強い忍耐力、鋭い洞察力、そして処世術を身に

つけたといえる。

　家康は、非常に健康に気をつけていたようだ。
　食べ物は質素なものを選んで、豪華な食事をなるべく避け

るようにしている。さらに、漬物の塩分にも気をつかってい

たという。また、生薬にも精通しており、自分で調合してい
たとも伝えられている。

　身長は 156cm前後で、日頃から体を鍛えていたため恰
かっぷく

幅

はかなり良かった。丸顔で大きな目鼻が特徴で、筋肉質な体

をしており、三
み か わ ぶ し

河武士の力強さを体現するような体つきだっ
た。家康の体格は織田信長や豊臣秀吉と比べても、力強さに

溢れるものだったという。

　家康は律儀でまじめな性格で、今川義元、織田信長、豊臣

秀吉に忠実に従い、力をつけていった。

　ところが秀吉がこの世を去ると、君
くんしひょうへん

子豹変、天下を目指し

て強引な行動に出るのである。臨機応変、機を見て敏とは、

まさに家康のためにある言葉ともいえよう。

徳川家康って
どんな人だった？

幼少期は人質生活で苦労した人物で、恰幅が良く、筋肉質
な体つきをしていたという。老獪な知恵で天下を取った

徳川家康の体格

Q1　徳川家康が人質となっていたのはどこ？

①武田家　②今川家　③足利家
Q2　徳川家康の身長は大体何 cm前後だった？

① 156cm　② 186ｃｍ　③ 206cm

P15の答え　　Q1　②　　Q2　③

身長
156ｃｍ
前後

丸顔

大きな目鼻

耳も大きい

恰幅が良く、
筋肉質
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◆
第
４
章　

江
戸
の
く
ら
し

（（（（（（（（（知ったかぶり度チェックテスト）））））））））

　江戸庶民の 1番人気の職業は大工だった。火事が多かった
江戸では、火事からの復旧のたびに大工が活躍したのである。

そのため、大工以外にも壁
かべぬり

塗左
さか ん

官など、建築関係の職業の人
気は高かった。また水運に優れた江戸の町だったためか、船

大工も庶民のあこがれの職業だった。

　大工関係以外には、行商人が江戸には多かった。野菜や豆
腐を売るものもいれば、七味唐辛子や冷たい水を売って回る

ものもいた。基本的には、油や炭、味噌、醤油など日常生活
に欠かせない商品の行商人が多い。ただ、行商人はバラエティ

に富んでおり、でんでん太鼓やシャボン玉、下痢などに効く

とされる枇
びわよ う と う

杷葉湯などを売っている町人もいた。

　飲食業を商う人も多く、店を構える人もいたが、屋台を出

す人も多かった。屋台で人気だった食べ物屋は、天
て ん ぷ ら

麩羅やそ
ばで、ほかにもよしず張りの水茶屋などがあった。水茶屋と
は今でいう喫茶店のような場所である。

　また、江戸の下町で海や川に近い場所では漁師も多かった。
アサリやシジミのほか、東京湾でとれる魚を売って生活して

いた。東京湾でとれた魚は天麩羅や寿司のネタにされて、江

戸の人々の胃袋を満たした。

江戸の職業事情

江戸では大工をはじめとする建築関係の職業の人気が高
かった。行商人もバラエティに富んでいる

町人のおもな仕事

Q1　江戸で 1番人気だった職業はどれ？

①八百屋　②漁師　③大工
Q2　江戸時代の屋台で売られていたものはどれ？

①ラーメン　②天麩羅　③アイスクリーム

P191の答え　　Q1　①　　Q2　③

大工 行商人

飲食業漁師
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